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【手続補正書】
【提出日】平成21年8月5日(2009.8.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子回路の自動設計において使用する一組の最適化シナリオを作成する方法であって、
　複数の異なる電子回路のそれぞれに対して最適化シナリオを進化させるために進化的ア
ルゴリズム又はアルゴリズム群を使用するステップと、
　前記異なる回路のために進化させた一つ以上の前記最適化シナリオを、設計中に電子回
路を最適化するために使用する一組の最適化シナリオに含めるステップと、を備える方法
。
【請求項２】
　請求項１記載の方法であって、
　複数の個別回路からなる組に対して単一の最適化シナリオを進化させる、方法。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の方法であって、
　同じ回路又は回路のグループに対して複数の最適化シナリオを進化させる、方法。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれかに記載の方法であって、
　進化させた対象である前記回路以外の電子回路又は回路群を最適化するために、進化済
み最適化シナリオを使用可能か評価し、
　その評価に基づいて、前記最適化シナリオを、使用する前記一組の最適化シナリオに含
める又は含めないこととする、方法。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれかに記載の方法であって、
　前記一組の最適化シナリオに含めるために、進化動作の途中で分かれた最適化シナリオ
又はシナリオ群を選択する、方法。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれかに記載の方法であって、更に、
　前記一組の複数の最適化シナリオから二つ以上の最適化シナリオを使用して、最適化対
象である電子回路の設計の態様の最適化を実行するステップと、
　前記複数の最適化により決定された最適化結果の一つを、前記回路設計の態様に対して
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使用する最適化として選択するステップと、
を備える方法。
【請求項７】
　請求項６に記載の方法であって、
　特定の対象回路向けに導出された最適化シナリオを、前記対象回路とは異なる回路向け
の最適化を実行するために使用する、方法。
【請求項８】
　設計対象の電子回路を最適化する方法であって、
　特定の対象回路向けに導出された最適化シナリオを、前記対象回路とは異なる回路を最
適化するために使用するステップを備える方法。
【請求項９】
　請求項７に記載の方法であって、
　前記対象回路ではない前記回路を最適化する時に、導出の目的となった前記対象回路に
対する前記最適化シナリオの実行の形とは異なる形で、前記最適化シナリオを実行する、
方法。
【請求項１０】
　電子回路の自動設計において使用する一組の最適化シナリオを作成する装置であって、
　複数の異なる電子回路のそれぞれに対して最適化シナリオを進化させるために進化的ア
ルゴリズム又はアルゴリズム群を使用する手段と、
　前記異なる回路のために進化させた一つ以上の前記最適化シナリオを、設計中に電子回
路を最適化するために使用する一組の最適化シナリオとして提供する手段と、
を備える装置。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の装置であって、
　複数の個別回路からなる組に対して単一の最適化シナリオを進化させる手段を備える、
装置。
【請求項１２】
　請求項１０又は１１に記載の装置であって、
　同じ回路又は回路のグループに対して複数の最適化シナリオを進化させる手段を備える
、装置。
【請求項１３】
　請求項１０～１２のいずれかに記載の装置であって、
　前記進化済み最適化シナリオを評価し、それらの一つ以上を、その評価に基づいて、使
用すべき前記一組の最適化シナリオに含める手段を備える、装置。
【請求項１４】
　請求項１０～１３のいずれかに記載の装置であって、
　進化させた対象である前記回路以外の電子回路又は回路群を最適化するために、進化済
み最適化シナリオを使用可能か評価し、
　その評価に基づいて、前記最適化シナリオを、使用する前記一組の最適化シナリオに含
める又は含めないこととする、装置。
【請求項１５】
　請求項１０～１４のいずれかに記載の装置であって、
　前記一組の最適化シナリオに含めるために、進化動作の途中で分かれた最適化シナリオ
又はシナリオ群を選択する手段を備える、装置。
【請求項１６】
　請求項１０～１５のいずれかに記載の装置であって、更に、
　前記一組の複数の最適化シナリオから二つ以上の最適化シナリオを使用して、最適化対
象である電子回路の設計の態様の最適化を実行する手段と、
　前記複数の最適化により決定された最適化結果の一つを、前記回路設計の態様に対して
使用する最適化として選択する手段と、
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を備える、装置。
【請求項１７】
　請求項１６に記載の装置であって、
　特定の対象回路向けに導出された最適化シナリオを、前記対象回路とは異なる回路向け
の最適化を実行するために使用する手段を備える、装置。
【請求項１８】
　設計対象の電子回路を最適化する装置であって、
　特定の対象回路向けに導出された最適化シナリオを、前記対象回路とは異なる回路を最
適化するために使用する手段を備える装置。
【請求項１９】
　請求項１７又は１８に記載の装置であって、
　前記対象回路ではない前記回路を最適化する時に、導出の目的となった前記対象回路に
対する前記最適化シナリオの実行の形とは異なる形で、前記最適化シナリオを実行する手
段を備える、装置。
【請求項２０】
　請求項１～９のいずれかに記載の方法、及び／又は、請求項１０～１９のいずれかの装
置を使用して設計された電子回路。
【請求項２１】
　電子回路を構築する時に請求項１～９の何れかに記載の方法を使用するステップを備え
る、電子回路を構築する方法。
【請求項２２】
　請求項１０～１９の何れかの装置と、電子回路を構築する手段と、を備える、電子回路
を構築する装置。
【請求項２３】
　データ処理手段において動作させた時に請求項１～９，２１のいずれかに記載の方法を
実行するためのコンピュータソフトウェアコード部分を備えるコンピュータプログラム要
素。
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